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浄土真宗の宗風・・現世祈祷や、まじないを行わず、占いなどの迷信にたよらない

８月 13日・14 日

79

新盆合同追悼法要

両日とも

１回目 18：30 より

２回目 20：00 より
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言葉のプレゼント
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郵便振替
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０１０００－４－６９９５７

加入者名：たすけあい募金

＊通信欄に「熊本地震」と記入

〔熊本地震義援金募集〕

南岳山光明寺 検索

光明寺のホームページ
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本年３月２3 日 ( 水）、小林顯英先生をお招きして、

「春の彼岸会法座」が開催されました。

先生は現在本山のお茶所に定期的に駐在され、観

光客などの参拝者に阿弥陀と御影堂の案内をしな

がら、お念仏の教えや歴史、建物の見どころなど

の説明をしておられます。よく参拝者から、南無

阿弥陀仏の南無の文字を見て、「仏さまはなぜ南

にいないのか？」とか「悪いことをした人間が浄

土真宗では何故救われるのか？」という質問をさ

れることがあるそうです。そんな見学者に対して先生は次のようにお話をされたそうです。

・・・・「南無」は仏さまが南にいないという意味ではなく、ナマスというインドの古い言葉に

漢字の音を当てはめたもので、訳すと「帰命」という意味になります。帰命の「帰」は帰依する、

従う。「命」は命令、仰せという意味で、「南無」は仰せに従うということです。つまり南無阿

弥陀仏とは「阿弥陀さまの仰せに従う」という意味になるのです。

阿弥陀さまの仰せとは「そのままのあなたを引き受けたから安心して任せよ」との仰せです。「こ

うしなければ救わない」とは仰らないのです。つまり条件を付けないのです。無条件のお救い

なのです。なぜ無条件なのか？それは条件を付ければこの私が救いから漏れるからです。阿弥

陀さまは、他のすべての人を救うことが出来ても、あなた一人を救うことが出来なければ私は

阿弥陀とはならないと仰っているのです。その大悲のお心をいただく時、唯々「かたじけない

ことです。ありがたいことです」とその仰せに従うばかりです。しかも、この無条件の救いを

いただく時、悪人とは他でもないこの私でしたという慚愧の心を起こさせてくださるのです。

「歓喜と慚愧」これが念仏者の歩む人生です。

「春の彼岸会法座」勤まる

9 月１７日（土）

おつとめ　　１３時３０分
おはなし　　１４時
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満開の桜を背にする顕彰碑

碑の左に案内板、右に標柱（安永省一氏撮影）


